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論文 ページ上部に印刷業者が飾りを入れるのでこの 2 行の余白をカットしないこと 
会話教材におけるローマ字表記 
―英語／イタリア語の母語話者を事例として―1 


















かを考察する。本稿の主張を先取りして述べるなら、それは次の 2 点である。 
 
 【主張 1】 日本語教科書でローマ字表記を用いる際には、「音として理解、産出するため
のローマ字表記」と「文字として出力するためのローマ字表記」のどちらで
あるかを、峻別するべきである。 
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50〜52 年の累計と 56〜58 年の累計の比較によりみることとしよう。（『中小企業白
書』昭和 60 年版、「BCCWJ」） 
(5) 第 2 回会合は、平成 4 年 12 月、パリ OECD 本部において開催された。（『厚生白書』
平成 5 年版、「BCCWJ」） 
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次のように、すべてをローマ字で表記するのは、日本語としては一般的でない。 
(7)  keigo no kankeijoo, kaijoo ni erabareru no wa hoteru ya depaato no geihinkan 
nado.(「警護の関係上、会場に選ばれるのはホテルやデパートの迎賓館など。」=(1)) 
(8) booru o motta menomae no teki o ippatsu no takkuru de kakujitsuni taosu koto 












(9) Mirā-san wa IMC no shain desu. 
Karina-san wa Fuji-daigaku no gakusei desu. 
  （スリーエーネットワーク(1998)『みんなの日本語初級Ⅰ 本冊 ローマ字版』 
スリーエーネットワーク、p.8、以下『みんなの日本語ローマ字版』） 
(10) ジョイ : たべものは なにが すきですか。 
 たなか : 肉が すきです。魚も すきです。 
 ジョイ : やさいは？  
 たなか : やさいは すきじゃないです。 
 ジョイ : わたしは 肉と やさいが すきです。 
    Joi : Tabemono wa nani ga suki desuk ka. 
 Tanaka : Niku ga suki desu. Sakana mo suki desu. 
    Joi :  Yasai wa? 
 Tanaka : Yasai wa sukijanai desu. 
    Joi :  Watashi wa niku to yasai ga suki desu. 






















たとえば『初級日本語 げんき I [第 2 版]』には、次のような記述がある。 
 
(11) 「「会話・文法編」「あいさつ」と第 1 課、第 2 課は、学習者の負担を軽減し自習を容
易にするため、ひらがな・カタカナ表記とし、ローマ字を併記しました。」 
（坂野永理・池田庸子・大野裕・品川恭子・渡嘉敷恭子（2011）『初級日本語 げんき I  [第
2 版]』The Japan Times、p.16） 
 
 この場合のローマ字表記は、文字よりも音が優先される。 





(12) おはようございます ohayoo gozaimasu 
 こんにちは konnichiwa 
 こんばんは konbanwa 
 ありがとう arigatoo 
 (『まるごと』p.27) 
(13) ② 明日は日本語の授業がありませんから、東京へいきます。 
  Ashita wa Nihongo no jugyoo ga arimasen kara, Tookyoo e ikimasu. 
④ A：すみません。このへんに電話がありますか。 
 Sumimasen. Kono hen ni denwa ga arimasu ka. 
  B：ええ、2 階にあります。エレベーターのすぐ前ですから。 
 Ee, ni-kai ni arimasu. Erebeetaa no sugu mae desu kara. 
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(14) Student: 木村先生のご専門は。 Kimura-sensee no gosenmon wa. 
   Professor K: コンピュータです。 Konpyuuta desu. 
   Student: 田中先生のご専門は。 Tanaka-sensee no gosenmon wa. 
   Professor K: 経済です。  Keezai desu. 









 ローマ字表記の役割として、もう 1 つ考えられるのは、「ひらがな（あるいは、かたか
な）をローマ字に置き換えることによって、日本語の表記体系の理解を助ける」という点
である。 










表 1 ローマ字を用いたひらがな一覧表 
 a i u e o
-- あ い う え お
k か き く け こ
s さ し す せ そ
t た ち つ て と
n な に ぬ ね の
h は ひ ふ へ ほ
m ま み む め も
y や -- ゆ -- よ
r ら り る れ ろ


















































が (15)- (17)のようなものである。下線部に注目されたい。 
 
(15) korewa hasami desu. 
（これは はさみ です） 
(16) heyae  hairu. 
（へやへ はいる） 
(17) origamio   oru. 
（おりがみを おる） 
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(18) KOREHA  HASAMI DESU 
（これは   はさみ  です） 
(19) HEYAHE  HAIRU. 
（へやへ   はいる） 
(20) ORIGAMIWO  ORU 
（おりがみを     おる） 
   
「文字として出力するためのローマ字表記」では、音は考慮されない。「HA」という入
力を、「は」という文字と対応させているだけである。さらに厳密に言えば、「HA」とい















(21) [英語原綴り] chocolate  
 [ローマ字入力]CHOCOLATE 
   ↓かな漢字変換  
  [出力] ちょｃおぁて 
(22) [英語原綴] party 
 [ローマ字入力] PARTY 
   ↓かな漢字変換  
  [出力] ぱｒｔｙ 
(23) [英語原綴] philippine 
 [ローマ字入力] PHILIPPINE 
   ↓かな漢字変換  
  [出力] ｐひっぃっぴね 
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2015 for Mac)では、(24)- (26)のような[ローマ字入力]に対して、それぞれ次のような複数
の[出力候補]（変換候補）が、デフォルトとして表示されるようになっている。 
(24) [ローマ字入力] CHOKORE-TO 
   ↓かな漢字変換  
  [出力候補] チョコレート、chocolate、CHOCOLATE、チョコレートケーキ 
(25) [ローマ字入力] PA-TEXI- 
   ↓かな漢字変換  
  [出力候補] パーティー、party、PARTY 
(26) [ローマ字入力] FIRIPINN 
   ↓かな漢字変換  
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の主張を実証的に裏づけようとするものである。 
 この 4.では、調査の概要について述べる。 
4.1 目的 
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4.4 調査に用いた状況と表現 
 調査に用いた状況と表現を表 2 として示す。右欄にゴシック体で示しているのが、ロー
マ字表記の対象となる日本語表現である。4 
 
表 2 調査に用いた状況と日本語表現 
 状   況 日 本 語 表 現 
1 飲食店の入口で、中にいる店員に尋ねる。 すみません、ここって無料のWifiありますか。 
























































1   すみません ここって 無料の Wifi ありますか 
[英]Soo mēmah sen kōh-koh tay moolrōh nōh  “wifi” ahlree mahs kah? 
[イ]Sumimasèn,  cocotte muriòo no wifi arimascà?  
2   別々で  お願いします。 
[英]Behtsoo-behtsoo-day ohnay-guy-shē-mahs 
[イ]Betsù betsù de onegai scimàs. 
3   あのー これ 使えますか 
[英]Ah-nōh kōhlray tskah-eh-mahs-kah? 
[イ]Anòoo, core tsucaemascà? 
4   一括で 
[英]Iy’Kahtsoo-day 
[イ]Iccàtsu de. 
5   これ 温めて もらえますか 
[英]Kohlray, ah-tah-tah-meh-tay mōh-lrah-eh mahs-kah? 
[イ]Corè atatametè moraemascà? 
6   雨が 降らなくて 良かった ですね 
 [英]Ah-meh gah fiulra-nah-koo-tay,  yokah-tah dehs-nay 
[イ]Ame ga furanactè iocatta desnè. 
7   みんな 同じ 格好だから 子どもが 
[英]Meen-nah ōhnah-jee kah’kōh dah-kah-lrah kōh-dōh-moe gah 
[イ]Minna  onnagi caccòo dàcarà codomo ga  
  どこに いるか わからない ですよね 
[英]dōh-kōh nee  iylrh-kah  wah-kah-lrah-nye dehs-ney! 
[イ]doco ni iru cà uacarnai desionè! 
8   ご質問 ありがとうございます 
[英]Gōh-sheetsoo-mōhn ahlree-gah-tōh-gōh-zai-ee-mahs. 
[イ]Goscitsumòn arìgatòo gozaimas. 
9   お答えに なっています でしょうか 
[英]0hkoh-taheh nee nah’the-eemahs deh-show kah 
[イ]Ocotàe ni  natte imas desciòca. 
10   ありがとうございます。 今後の 課題と 
[英]ahlree-gah-tōh-gōh-zai-ee-mahs. Kōhng-gōh nōh kah-dye tōh  
[イ]Arìgatòo gozaimas.  congo no cadai to  
   させて いただきます 
[英]sah-she-tey iy-tah dah-kee-mahs 
[イ]sasete itadàchimàs. 
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[英]Mē’tah mē’tah ／ Mee’tah mee’tah 
[イ]Mità mità. 
12   いま 記録 更新中なんでしょ 
[英]Iy mah,  kee-lrōh-koo kōh-sheen-chew-nahn deh-show?  












 10. させて いただきます 
 [英] sah-she-tey iy-tah dah-kee-mahs 
 [イ] sasete itadàchimàs. 
(31) タ行の子音には「t」を用いる 
 5. あたためて 
 [英] ah-tah-tah-meh-tay 
 [イ] atatametè 
(32) マ行の子音には「m」を用いる 
 7. みんな 
 [英] Meen-nah 
 [イ] Minna 
 12. いま 
 [英] Iy mah 




(33)カ行の子音には、[英] は「k」、[イ] は「c」を用いる 
 1. ここって 
 [英] kōh-koh tay 
 [イ] cocotte 
 7. かっこうだから 
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また、「ジ」については、[英] では「j」が、[イ] では「g」が用いられている。 
(35) 「ジ」には、[英] は「j」、[イ] は「g」を用いる 
 7. おなじ 
 [英] ōhnah-jee 
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 1. ありますか 
 [英] ahlree mahs kah? 
 5. あたためて 
 [英] ah-tah -tah-meh-tay 
(40) イ段の母音は「ee」と表記する 
 7. みんな おなじ 
 [英] Meen-nah ōhnah-jee 
 9. おこたえに なっています 
 [英] 0hkoh-taheh nee nah'the-eemahs 
(41) エ段の母音は「ay」と表記する 
 1. ここって 
 [英] koh-koh tay 
 4. いっかつで 
 [英] ly’kahtsuoo-day 
(42) エ段の母音に「h」を付加する 
 5. あたためて 
 [英] ah-tah -tah-meh-tay 
 9. でしょうか 
 [英] deh-show kah 
(43) オ段の母音に「e」を付加する 
 7. こどもが 
 [英] koh-doh-moegah 
(44) オ段の母音に「h」を付加する 
 2. お願いします 
 [英] ohnay-guy-shē-mahs 
 10. こんごの 
 [英] kohng-goh noh 
一方、[イ] における母音の対応は、次のようになっている。 
(45) ア段の母音は「a」と表記する 
 10. させて いただきます 
 [イ] sasete itadàchimàs. 
(46) イ段の母音は「i」と表記する 
 1. ありますか 
 [イ] arimascà? 
 7. みんな おなじ 
 [イ] Minna  onnagi 
(47) ウ段の母音「u」と表記する 
 1. すみません 
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(48) エ段の母音「e」と表記する 
 3. これ 使えますか 
 [イ] core tsucaemascà? 
(49) オ段の母音「o」と表記する 
 7. こどもが どこにいるか 













 2. おねがいします 
 [英] ohnay-guy-shē-mahs 
(51) 「dye」による代替 
 10. かだいと 
 [英] kah-dye tōh 
(52) 「show」による代替 
 12. 更新中なんでしょ 









(53) 2. 別々で  お願いします。 
[英] Behtsoo-behtsoo-day ohnay-guy-shē-mahs 
[イ] Betsù betsù de onegai scimàs. 
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(54) 12. いま 記録 更新中なんでしょ。 
[英] Iy mah, kee-lrōh-koo kōh-sheen-chew-nahn deh-show?  
[イ] Ima chiròc coscinciùu nandesciòo. 










ゆえに、本稿における次の 2 つの主張は、実証的にも裏づけられた。 
 
 【主張 1】 日本語教科書でローマ字表記を用いる際には、「音として理解、産出するため
のローマ字表記」と「文字として出力するためのローマ字表記」のどちらで
あるかを、峻別するべきである。 








































者 3 名を含んだ上記 2 つの科研費プロジェクトの関係者を指す。 
 2 日本語では、どちらも無意味語となる。 
 3 イタリア語では、それぞれ「教会」「今日」の意味。 












（こばやし みな 早稲田大学大学院日本語教育研究科） 
（ふじい きよみ 金沢工業大学基礎教育学部） 
（やなぎだ なおみ 一橋大学国際教育センター） 
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